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2019/12/20 2020/1/3 変化率
0.7825 0.7749 -0.97%

2019/12/20 2020/1/3 変化幅
7.170 7.030 -0.140

年末からのリスクセンチメントの回復から堅調推移となっていたルピア
は、3日、米軍によるイラン革命防衛隊司令官の殺害を受けて、投
資家のリスク回避姿勢が強まり下落に転じましたが、対米ドルでは
前々週末比で上昇となりました。一方、対円では、リスク回避の円高
の進行により下落しました。

100インドネシアルピアの対円レート

［株式市場］ジャカルタ総合指数の推移
（2016年1月4日～2020年1月3日）

［債券市場］インドネシア自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2020年1月3日）

［為替市場］インドネシアルピアの対円レートの推移
（2016年1月1日～2020年1月3日）

［株式市場］

［債券市場］

インドネシアの株式市場は前々週比で上昇しました。年末にかけ、米
中貿易交渉の「第一段階の合意」への期待を背景に米国株高などリ
スク環境の好転を好感し、インドネシア株式市場も堅調な展開となり
ました。マレーシアのパーム油生産の減少を背景にパーム油価格が上
昇傾向となっていることから、特にプランテーション株は大幅に上昇しま
した。12月31日から1月1日にかけて首都ジャカルタで、記録的な大
雨により大規模な洪水が発生したことを嫌気して、２日の株式市場
は下落しました。翌3日は、外国人投資家の資金流入を背景に銀行
株などが上昇し、株式市場は反発しました。
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出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

［為替市場］

2019/12/20 2020/1/3 変化率
6,284.37 6,323.47 +0.62%
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年末にかけ、米中貿易交渉の前進への期待を背景に、世界的にリ
スク資産が堅調となる中で、インドネシアの債券利回りは低下（価
格は上昇）しました。年初の債券市場は通貨ルピアの下落や翌週
の国債入札を前にしたポジション整理などを受けて、利回りはやや上
昇して始まりました。しかし、2日に発表された12月の消費者物価指
数が前年同月比で市場予想を下回ったことを好感し、利回りは低下
に転じました。3日、米国とイランの緊張の高まりを受けて、投資家の
リスク回避姿勢が強まり、利回りはやや上昇しましたが、前々週比で
は低下となりました。
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